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場合筆者は、その横軸 【 利益（合理主義）・アイディア（文化主義）・制度（構造主義）  
図1政治学の理論系譜における「構成主義」の位置づけ   
66  近藤   
という、三潮流間での「横断」的相互関係一に着l］し、「アイディアの政治」の持  





























的に構成されたものとして捉える。またそのマクロな言説・規範構造を通じて、個々   
構成主義的政治理論の三岡モデル 67  
の主体のアイデンティティも構成されているとする。これらの点で、構成主義の中で  

































1999，翻訳75）。しかしそこを強調するのであれば、様々な「言説」の競合を経て、¶   
68 近藤   
定の「生成的言説」が紡ぎだされていくという政治のプロセスへの着目が必要となる  
































だろう。抽象性、構造主義的性格、および動態的な政治プロセスの必要性といった、   
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社会構成主義の内包する問題点を、それぞれ専門知識や具体的な政策構想への着目、  
政治の場においてそのアイディアの共有や正続化を図るアクターの戟略と競合プロセ  
































分析できるのかという問題に突き当たると思われる。   
70 近藤  


































よりミクロなレベルでの動態に、例えば選挙や世論調査のデータなどを統計的・実証   
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るのである（表1）。   
しかし見てきたように、いずれの理論も単独としては固有の問題点も指摘されうる。  
表1構成主義の三つのレベル  
レベル   理論枠組   分析対象   分析方法   
マクロ  社会構成主義  社会的な規範構造、言説、観念、物語   言説分析   
メゾ  アイテざィアの政治   公共政策   事例研究、比較分析   
ミクロ  フレーミング論  世論（選挙）、個々のアクターの動員  統計分析、質的調査  

























国2 構成主義の三層モデル   
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より政治的内容を伴ったフレーミングを議論することが可能になろう。   
最後に、（1）マクロ・レベル：社会構成主義と（3）ミクロ・レベル：フレーミン  




























統化の過程でもあり Uachtenfuchsetal．，1998，412）、「ヨーロッパ」自体が、社会的  
構成の対象でもある（Christiansenetal．ed．，2001）。   






















3．2．ブレア労働党政権期のEU政策一橋成主義的政治理論を用いる手がかりとして   
以下では一つの事例として、ブレア労働党政権期のEU政策を取り上げてみたい。  
「扱いにくいパートナーaWkwardpartner」（George，1998）というレッテルに象徴さ  
れるように、従来イギ リスはEUの中で最も疎遠かつ受動的・対立的な存在として扱  
われてきた。しかしブレア労働党政府は、その歴史的経緯を打ち破り、イギリス政治  
マクロ   「ヨーロッパ」言説  
ヒ  




ミクロ   ヨーロッパ・アイデンティティ（市民社会）   
言説形成   
図3 構成主義的政治理論とヨーロッパ政治  
























3．3．「ヨーロッパ」言説の転換   
先にも述べたように、ヨーロッパに対するイギリスの態度は、しばしば「扱いにく  
いawkward」あるいは「いやいやながらのreluctant」と形容されることが多い。歴  







であり、政治レベルで主権をプールするようなヨーロッパ政治秩序の構想とは、和解   
7（1 近藤  
が困難となる（Larsen，1999，459；Risseetal．，1999，160－2）。とりわけ、EUを「超国家」  































メゾ・レベルでの政治的コミットメントが必要である。したがって、 単に一国的な言  
説レベルだけではなく、EUの公共政策レベルにおいて「イギリス的なヨーロッパ政  
策」を推進する必要があるが、イギリス側から見たそのような「建設的関与」は、他   
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の加盟国から見れば「異質なヨーロッパ」の参入であり、EUレベルにおいて「ヨーロッ  
パ」言説をめぐる紛争ラインが形成されることにもなる。  
3．4．ブレア労働党政府のEU政策－「ヨーロッパのイギリス化」への機略   
以上のような視点をもって、ブレア労働党のEU政策の展開を取り上げながら論証  
することが今後の課題となるが、本稿ではその見取り図についてのみ簡単に示してお  


























を維持した各国政府の間での交渉を重視するものである。   


































QMVの採用を食い止めるために、社会憲章に批准したとの説明を行うわけである．。   
また、このアムステルダム条約では「雇用憲章」の形成も鵬つの成果とされたが、   

































機能の改善、大統領職の新設へと向けた提案を行っている（Baker，2005，30）。   





















した新たな言説を中心として構成される。この言説はもちろん、 当初はイギリス国内  
の市民社会の支持を目指したものであったが、しかしそのような言説を受けた政策ア  
イディアはEUレベルに持ち込まれ、公共政策決定の場で争われるために、EU内に  






ブレア政府が推進する「新しいヨーロッパ」像への不安を読み取ることができる 。ま  
た2005年下半期にはイギリスが議長国となり、2007～13年におけるEU中期予算の  
交渉に取り組んだ。その過程では、従来の共通農業政策（CAP）における市場価格  
支援や生産コントロールを批判し、自由化を目指すイギリスと、農業補助金の維持を   































シュー・ フレーミングが進められるべきだとする（HoboltandRiseborough，2005）。  
また、ギル／アトキンソン／モルチモアも、MORIの世論調査データを用いて、有権  
者を「投票に行くかどうか」と「意見を変える余地があるか」によっていくつかの階  
層に分け、流動的な層をどのように「賛成」へと動員できるかを検討している（Gill，   
82  近藤  
AtkinsonandMoltimore，2004）。   
このように、「反ヨーロッパ」志向の高いイギリスにおいても、一定のフレーミン  
グ戦略の余地が提起されている。いずれにしろ、これまでブレア労働党政府によって、  
様々な公共政策的試みを通じて構成されてきた新たな「ヨーロッパ」言脱が 、市民社  
会を共鳴盤として構成しうるような「フレーム」となる余地はあると考えられる。  
4．結びにかえて   
以上のように、本稿では「構成主義の三層モデル」を提起しながら、構成主義的政  
治理論の可能性について検討してきた。経験Ⅰ甘研究への応用という観点からもー・叫－－－一・定の  






















義的政治理論」が方法的にも洗練されていく可能性も指摘しうるのである．。   












4 例えば「政治的シニシズム」がなぜ拡大するかといった、「政治学」テーマを扱う場合で  
も、そこで主眼が置かれるのはメデ（アによる「扱い方」「提示方法」である（Cappellaand  
Jamiesoll，1997）‖  
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政策とEU共通社会政策の形成・転換に関する研究」（課題番号19730101）の成果の一部である。   
